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本暗渠が劣化した圃場の排水改良法  
Drainage Improvement for Fields with Decreased Power of Main drain 
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1．はじめに 

暗渠排水整備は水田の麦，大豆

等の畑作物の生産性向上に貢献し

ている。しかし，整備後長年が経

過した圃場ではモミガラ疎水材の

腐朽等による排水機能の低下が問

題となっている。本研究ではモミ

ガラ疎水材の腐朽により排水性が

低下した圃場の排水改良法の確立

を目的とし，1 本の本暗渠（平均

深さ 70cm，幅 15cm，吸水渠径

60mm，疎水材：砂利）を新設（以

下「補強暗渠」という）する工法

（図 1）の効果を施工前と施工後

の土壌水の動向から評価すること

とした。  

 

2．調査地及び調査方法 

調査地は山形県鶴岡市内の低平地

水田地帯で 1991 年に土地改良事

業により暗渠排水が整備されてい

る。調査圃場は掘削調査によりモ

ミガラ疎水材がほぼすべて腐朽していることが確認された 1 筆の水田である。当圃場では

2009 年春に 2ｍ間隔でモミガラ補助暗渠（幅 6cm，深さ 40cm）を，2010 年春に補強暗渠

を整備した（表 1）。調査は 2009 年 7～9 月（補強暗渠施工前）と 2010 年 7～9 月（施工後）

に地下水位，暗渠排水量，補強暗渠内水位（2010 年のみ）について観測を行った。調査期

の栽培作物は大豆（枝豆）である。  

 

3．調査結果 

補強暗渠の施工前，施工後の地下水位の観測結果を比較すると，特に-40cm より浅い層

内において低下速度が大きくなっていることが認められた（図 2）。地下水位がピークから

-40cm に低下する速度は施工前が 0.3cm/hr だったのに対し，施工後は 1.5cm/hr であった。
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図 1 調査圃場  

 

表 1 調査圃場の概要  

本暗渠 補助暗渠 補強暗渠 土壌タイプ

9m間隔

1991年施工

2ｍ間隔

2009年施工

2010年施工 細粒グライ土
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同様に暗渠排水量について

も最大時間排水量が大きく

なることが認められた（図

3）。施工前の最大時間排水

量が 1.5mm/hr だったのに

対し，施工後は 3.6mm/hr

だった。補強暗渠の施工に

より，暗渠排水量が増加し，

地下水位の低下速度が大き

くなったと考えられる。補

強暗渠内水位と地下水位の

観測結果を図 4 に示す。降

雨開始後，補強暗渠内水位

と圃場の地下水位はほぼ同

じ動きをしていることが認

められる。暗渠からの排水

が始まるとその水位も低下

している。  

 

4．まとめ 

補強暗渠の施工前，施工

後の土壌水動態を比較した

結果，暗渠排水量が大きく

なり，地下水位の低下が速

やかになることが認められ

た。特に-40cm より浅い部

分において地下水位の低下

速度が大きくなるため，モ

ミガラ補助暗渠の効果も多

く現れるようなったと考え

られた。また，降雨開始後，

補強暗渠内に大量の雨水が

浸入し，暗渠から排除され

ていると考えられた。これ

らより，本工法には高い排

水改良効果があり，モミガ

ラ疎水材の腐朽によって排

水機能が低下した圃場の排

水改良工法として有効であ

ると評価できる。  

 

 

文献 千葉ら：暗渠排水の機能回復工法の検討，H22 農業農村工学会講演要旨，pp.532-533（2010）  

0 

20 

40 

60 

80 

100 

-40

-20

0

20

40

60

9/19 9/21 9/23 9/25

0

20

40

60

80

100

-40

-20

0

20

40

60

7/30 8/1 8/3 8/5
 

図 2 地下水位の動向（施工後（上）施工前（下））  
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図 3 暗渠排水量（施工後（上）施工前（下））  

 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

50

9/19 9/21 9/23 9/25

降雨量 補強暗渠内水位 地下水位

 

図 4 地下水位と補強暗渠内水位の動向  
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